
乳用牛の 2023-8月評価からの変更点 

 

１．速報値の提供開始 

～最短３週間でゲノミック評価値を知ることができるようになります！～ 

 

国内のゲノミック評価値を早く知りたいという強い要望がありました。この要望にお応え

して、ゲノミック評価の速報値の提供を 2023-8 月から開始します。サンプル送付の 3~4

週間後に検索することで速報値が得られます。 速報値は、(一社)日本ホルスタイン登録協

会ホームページの「ゲノミック評価速報」から検索が可能で、毎週水曜日に新規結果が追加

されます。公式評価値が公表される前に、検査結果を速報値として、いち早く確認すること

ができるようになります。 

計算方法を簡易化することで、速報値として毎週の評価が可能となり、評価結果を素早く

提供することが出来るようになりました。速報値であっても公式評価値との相関は 0.99と

高い精度を維持しています。さらに、公式評価よりも 1~２カ月早く結果を知ることが出来

ます。 

 

２．雌牛の情報を利用したゲノミック評価開始 

～ヤングサイアのゲノミック評価の信頼度が最大 15％向上！～ 

 

今までのゲノミック評価では SNP情報を持つ種雄牛約 13,000頭のデータを利用してき

ました。ゲノミック評価の開始とともに、雌牛の SNP 検査を進めてきた結果、現時点で約

100,000 頭の情報が集積しています。これらの有用性を検証した結果、ヤングサイアの信

頼度を 4~15%増加させる効果があることが分かりました。 

このため、2023-8月評価からは、種雄牛のリファレンス集団に雌牛の情報も追加したゲ

ノミック評価を開始します。なお、この変更に伴い評価値に若干の変動が伴いますが、大き

く順位が変わるわけではありません。 

  



３．雌牛における在群能力評価値の公表対象個体の拡大 

 

長命性に関する形質として、在群能力の評価を 2020-8 月から開始しました。しかし、

SNP 情報を持たない雌牛の評価については、評価値に過大推定の可能性が考えられること

から、公表を見送って来ました。 

しかしながら、泌乳、体型、繁殖などの 8 形質から間接的に推定する方法を開発し、こ

れらを検証した結果、①3産以降の情報を持つ雌牛は直接評価を利用しても過大推定の影響

は小さいこと、②3産以前の情報しかない雌牛については、間接推定値を利用することで過

大推定の影響が抑えられることが確認できました。 

このことから、SNP 情報を持たなくても、基準を満たした雌牛について、在群能力の評

価を 2023-8 月から開始します。ただし、間接推定を利用した評価値は、NTP の計算等に

も使用されますが、本来の計算方法とは異なるため、信頼度の表記はありません。 

 

４．体型形質の「鋭角性」が「肋の構造」へ名称変更 

 

今まで、体型の線形形質として評価してきた「鋭角性」については、世界ホルスタインフ

リージアン連盟（WHFF）において名称が変更されたことに伴い、名称を「肋の構造」に変

更します。審査方法に変更はなく、これまでのデータも引き続き利用できるため、評価値に

大きな変動はありません。 

 

 

 


